












こと」での鎮魂の獅子舞演舞をはじめ、各

地でのイベントで披露していただきました。

•rども逹が笑顔を取り戻せるように

東日本大震災は子どもたちの生活環境

だけでなく、心にも大きな傷を残しました。

被災地の子ども達が少しでも笑顔を取り戻

せるよう支援活動を実施しました。

石巻市立雄勝小学校は校舎が全壊しま

した。発災時、生徒達は迫りくる津波から

逃れながら校舎の裏山に避難しました。こ

の恐ろしい経験から子ども達が笑顔を見

せることがなくなったことを心配された校

長先生から依頼を受け、2011年7月に仙

台のサッカ ーチーム「ベガルタ仙台」の手

倉森浩ヘッドコーチ（当時）のご協力でサ

ッカ ー教室を開催しました。さらに、クリス

マスに合わせてクリスマスプレゼントも届

けました。その後もクリスマスに合わせて、

石巻市立釜小学校や南三陸町立志津川

保育園などにクリスマスプレゼントを届け

続けました。

東日本大震災で親を失った子ども達の

ほとんどが親類か知人宅で暮らしていまし

た。これら子どもたちは、進学、就職、そして

自立して自分の居場所を手に入れるまで、

さまざまの困難に直面することが予想され

ています。子どもたちが困難を克服し、自分

の将来に夢や希望を持って成長していけ

るよう、里親、児童相談所、児童養護施設、

地方自治体などの関係者と専門家で構成

された「子どもの夢ネットワ ーク」を通した

支援を2012年から開始しました。この事業

にはプロ野球選手の岩隈久志氏（当時シ

アトル ・ マリナーズ）、吉見一起氏（当時中

日ドラゴンズ）から支援をいただきました。

●復興の桑プロジェクト

東日本大震災の津波で沿岸部の農地

は大きな被害を受けました。当時水田は国

の補助で瓦礫撤去や除塩などが行われま

したが、畑には補助の予定はありませんで

した。この地域には300年以上も代々農業

を続けている方が多く、「先祖からの家業

を自分の代で終わらせたくない。」という

切実な声を受けて、大学教授の指導の下、

塩害に強い桑を植え、桑産業を通して、疲

弊した農業と地域社会の再活性化を目指

す「復興の桑プロジェクト」を開始しました。

第2章

桑の葉にはミネラルなどが多く、糖分の

吸収を阻止する特有の成分があり、健康

食品として注目され始めていたため、それ

を商品化し販売する六次産業を目指しまし

た。

2012年5 月に75本の桑の挿し木をした

ところ、10月には170cmを超える高さまで

成長しました。刈り取った葉をすぐに乾燥

させ粉末加工化し、桑パウダー「シャン ・ ドゥ
・ ミュリエ」が誕生しました。

2013年5 月、三菱商事復興支援財団の

支援を受けて、植樹ボランティアツアーを

企画し、総勢33名のボランティアが参加し

て7,000本の苗木を新たに植えました。そし

て、10月には農家の方々が中心となり「農

事組合法人シャン ・ ドゥ ・ ミュリエ」が設立さ

れ、地域の方々が主体となり現在も事業が

継続しています。

●子どものn立支援をH指して

2014年12月、復興の桑プロジェクトで生

まれた桑の葉パウダーを使った生チョコレ
ート 「KUWACHOCO」を商品化し販売

を開始し、売上げを宮城県内の子ども、特

に親の支援を受けられない子どもの自立

支援に活用しました。2015年1月28日~2

月14日、仙台の老舗百貨店である藤崎百

貨店で開催された催事「地方新聞社おす

すめスイーツ総選挙」及び「ショコラマルシ

ェ」に出店したところ、スイーツ総選挙では

第1位に選ばれました。さらに、宮城テレビ

や読売新聞等のメディア媒体で取り上げ

られ、日本ハビタット協会の復興支援活動

も伝えられました。

子どもの自立支援をより積極的に行っ

ていくため、宮城県内の子どもの支援を行

っている「こどもの夢ネットワ ーク」と協力し

て、桑商品の製造から販売のプロセス自

体を子どもの自立支援につなげることに

しました。児童養護施設で暮らす高校生や

障害を抱える子どもが商品のラッピング作

業等に従事し、児童養護施設を退所した

若者が藤崎百貨店の催事などの店頭販

売を行うようになり、こどもや若者が社会

経験を積み、社会と触れ合う良い機会とな

りました。この活動は、河北新報や毎日新

聞で取り上げられ、多くの人の認知と関心

の高まりにつながりました。

ハビタットサンタが雄勝小学校を訪問

復興の桑プロジェクトでは被災した畑にみんなで

桑を植え、植樹した桑はスクスク育ちました

一
こどもの夢ネットワーク

職員

大内治子さん

施設で生活をしている高校生にと
って、18歳の春は施設を巣立つ時で
もあります。

例年冬休みには、アルバイトとして
「KUWACHOCO」の包装作業を高
校生に呼びかけます。初めはぎこち
ない作業ですが、丁寧にかつ効率良
く仕上げようとそれぞれ工夫する姿
には頼もしさも感じます。アルバイト代
は自立に向けての資金となる為、子
どもたちにも職員にも好評の取り組
みです。

開始当時では想像もしなった活動
をここまで続けてこられたのは、日本
ハビタット協会からのご支援と丁寧
なご指導のおかげであり、今では私
たちの大切な活動の一つになってい
ます。

子どもたちが社会に出る前の小さ
な後押し、多くの方々の想いと応援
を実感しながら、今後も続けていきま
す。

藤崎百貨店でのショコラマルシェの様子

被災地の畑で育った桑から生まれた桑茶
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